
今
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
中
国
語
が
ブ
ー

ム
で
ド
イ
ツ
語
や
イ
タ
リ
ア
語
、
ス
ペ

イ
ン
語
に
次
ぐ
人
気
だ
そ
う
で
す
。
厳

し
い
不
況
の
下
、
就
職
に
有
利
だ
、
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
観
光
大
国

な
ら
で
は
の
「
お
も
て
な
し
」
の
発
露

と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
春
節
に
慣
例
に
な
っ

て
い
る
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
さ
な

か
っ
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
で
す
が
、
お

孫
さ
ん
が
歌
う
中
国
語
の
歌
が
ネ
ッ
ト

で
評
判
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

日
本
で
は
マ
ス
コ
ミ
を
挙
げ
て
の

「
『
中
国
嫌
い
』
づ
く
り
」
の
結
果
、

Ｈ
Ｓ
Ｋ
や
中
国
語
検
定
の
受
験
者
減
、

孔
子
学
院
の
苦
戦
な
ど
が
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

大
阪
府
連
の
中
国
語
教
室

も
同
様
で
す
。
受
講
者
数
は

十
年
前
の
約
半
数
と
な
り
、

新
入
生
が
増
え
ず
、
低
迷
を

続
け
て
い
ま
す
。
府
連
の
豊

か
な
活
動
は
中
国
語
教
室
に

大
き
く
依
拠
し
て
い
ま
す
。

中
国
語
教
室
は
様
々
な
学
習

会
や
多
彩
な
催
し
を
展
開
す

る
大
阪
府
連
の
大
き
な
財
政
的
基
盤
で

す
。
今
そ
の
中
国
語
教
室
の
生
徒
数
が

伸
び
ず
、
苦
戦
し
て
い
ま
す
。

会
員
さ
ん
は
先
頭
に
立
っ
て
中
国
語

教
室
を
受
講
し
ま
し
ょ
う
！
お
知
り
合

い
の
方
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

旅
行
に
行
っ
た
と
き
、
「
お
手
洗
い

は
ど
こ
？
」
「
も
う
少
し
安
く
な
ら
な

い
？
」
な
ど
中
国
語
で
聞
け
た
り
、
最

近
あ
ち
こ
ち
で
よ
く
見
か
け
る
中
国
人

と
話
し
が
で
き
た
り
す
れ
ば
ど
ん
な
に

楽
し
い
事
で
し
ょ
う
！
？
本
当
の
交
流
、

真
の
理
解
が
深
ま
る
の
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

Ｊ
Ｒ
、
地
下
鉄
、
阪
急
電
車
、
阪
神

電
車
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
近
く
、
１
０

６
期
を
迎
え
る
実
績
を
持

つ
府
連
中
国
語
教
室
は
初

級
、
中
級
、
上
級
、
高
級
、

午
前
、
午
後
、
夜
間
と
き

め
細
か
な
ク
ラ
ス
編
成
、

初
学
者
に
は
日
本
人
講
師
、

中
級
上
級
に
な
れ
ば
ネ
イ

テ
ィ
ブ
の
講
師
も
選
択
で

き
懇
切
丁
寧
な
指
導
で
評

判
で
す
。
受
講
料
も
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
で
、
会
員
割
引
（5,
4
0
0

円
）

や
、
受
講
生
の
紹
介
者
へ
は
（
図
書
券

3
,
0
0
0

円
）
を
進
呈
し
ま
す
。

繰
り
返
し
ま
す
が
、
会
員
さ
ん
は
先

頭
に
立
っ
て
中
国
語
教
室
を
受
講
し
ま

し
ょ
う
！
お
知
り
合
い
の
方
を
紹
介
し

て
く
だ
さ
い
。
（
石
井
）
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第
二
回
理
事
会

四
月
十
六
日
（
日
）
十
四
時

エ
ル
・
お
お
さ
か
研
修
室

一
月
の
理
事
会
以
後
、
春
節
の
つ

ど
い
や
、
組
織
拡
大
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
現
在
、
４
月
開
講
の
中

国
語
講
座
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
間
の
活
動
の
総
括
と
今
後
の

取
り
組
み
を
討
議
し
ま
す
。

日
中
友
好
協
会
大
阪
府
連
合
会

３月１７日（金）１３：３０～ 阪急「庄内」駅集合

地元議員の協力で見学ののち、移動して説明会を行います。

参加ご希望の方は、大阪府連事務所へメール又はＦＡＸで、

氏名・連絡先をご連絡下さい。状況により変更も有ります。

主催 日本コリア・大阪、日中友好協会大阪府連合会

森友学園「瑞穂の國 記念小學院」

建設現場見学会と説明会

三
月
二
十
日
実
施
の
第
三
回
中

国
百
科
検
定
の
受
験
申
込
み
は
、

二
月
二
〇
日
に
締
め
切
ら
れ
全
国

三
〇
会
場
で
、
三
級
１
６
５
人
、

二
級
２
３
１
人
、
今
回
初
め
て
の

一
級
は
１
４
９
人
、
計
５
４
５
人

が
申
込
み
が
ま
し
た
。

初
め
て
の
受
験
者
は
２
１
２
人

で
全
体
の
四
割
近
く
を
占
め
、
一

〇
代
～
二
〇
代
の
学
生
は
前
回
を

大
き
く
上
回
る
二
九
人
と
な
り
ま

し
た
。
大
阪
会
場
で
の
申
込
み
は
、

三
級
一
〇
人
、
二
級
一

四
人
、
一
級
一
二
人
の

三
六
人
で
し
た
。
奮
っ

て
の
ご
応
募
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

取
組
み
と
し
て
は
、

昨
年
以
上
に
、
関
西
ブ

ロ
ッ
ク
共
同
や
独
自
講

座
を
開
催
し
、
大
学
な
ど
教
育
機

関
へ
の
要
請
も
し
ま
し
た
が
、
全

国
で
１
０
０
０
人
に
達
せ
ず
、
大

阪
で
も
目
標
の
１
０
０
人
に
は
届

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
前
回
ま
で
、
試
験
監

督
の
任
務
で
受
験
で
き
な
か
っ
た

役
員
に
も
、
機
会
を
保
障
し
よ
う

と
受
験
を
促
進
し
、
山
本
副
会
長

以
下
四
名
が
申
し
込
む
と
い
う
取

り
組
み
も
で
き
ま
し
た
。

「
い
ま

さ
ら

試
験
な

ん
て
」

「
も
し
も
不
合
格
な
ら
」
の

声
に
対
し
、
次
回
に
は
も
っ

と
応
え
れ
る
取
組
み
を
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

受
験
生
の
み
な
さ
ん
、

三
月
二
〇
日
の
試
験
日
ま
で

合
格
め
ざ
し
ご
奮
闘
く
だ
さ

い
。

（
松
尾
）

百
科
検
定
に
大
阪
３
６
人
が
受
験

京都府連主催・中国問題講演会シリー

ズ第９回を開催します。京都府連(075-2

56-2763)まで事前にお申し込みください。

４月１４日（金）18：30～20：30

定員８５名、参加費５００円

会場：京都ハートピア６階第５会議室

講師：吉岡桂子氏（朝日新聞論説委員）

どう見る中国社会の今

四
月
開
講
の
中
国
語
教
室
へ

会
員
の
受
講
と
友
人
の
紹
介
を



大
阪
の
護
国
神
社
で
毎
年
四
月
に
開

催
さ
れ
る
「
同
期
の
桜
を
歌
う
会
」
。

そ
の
会
場
に
塚
本
幼
稚
園
（
森
友
学
園
）

の
園
児
が
出
演
。
「
軍
艦
マ
ー
チ
」
を

演
奏
し
、
「
教
育
勅
語
」
を
朗
唱
し
て

い
る
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
早
速
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
を
見
て
唖
然
と
し
ま
し
た
。

「
今
の
日
本
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

許
さ
れ
て
良
い
の
か
。
」
「
事
態
は
こ

こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。
」

そ
の
幼
稚
園
に
は
天
皇
家
の
写
真
が

掲
示
さ
れ
、
「
日
の
丸
」
が
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
毎
日
行
わ
れ
る
朝
礼
で
幼

児
に
「
君
が
代
」
や
軍
歌
「
海
行
か
ば
」

を
斉
唱
さ
せ
「
教
育
勅
語
」
を
朗
唱
さ

せ
て
い
ま
す
。
安
倍
首
相
に
心
酔
し
て

い
る
理
事
長
は
、
改
憲
右
翼
団
体
「
日

本
会
議
」
大
阪
代
表
委

員
の
籠
池
（
か
ご
い
け
）

泰
典
氏
。

そ
の
園
が
こ
の
四
月

に
日
本
初
で
唯
一
の
神

道
の
「
瑞
穂
の
國

記

念
小
學
院
」
を
豊
中
市

に
開
校
す
る
と
い
う
。

当
初
の
名
称
「
安
倍
晋

三
記
念
小
学
院
」
で
寄

付
金
を
募
り
、
安
倍
昭

恵
夫
人
が
名
誉
校
長
と

し
て
あ
い
さ
つ
文
を
寄

せ
て
い
ま
す
。
そ
の
土

地
は
国
有
地
で
す
が
、

タ
ダ
同
然
で
提
供
さ
れ
た
こ
と
が
疑
惑

を
よ
び
、
国
会
で
も
真
相
が
究
明
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

籠
池
理
事
長
が
「
小
学
校
で
も
朗
唱

を
す
る
」
と
言
明
し
て
い
る
「
教
育
勅

語
」
は
、
天
皇
中
心
の
国
体
思
想
を
根

本
に
置
く
教
育
で
す
。
大
日
本
帝
国
憲

法
と
一
対
の
も
の
と
し
て
神
聖
的
な
と

り
あ
つ
か
い
や
朗
読
が
戦
後
す
ぐ
に
止

め
ら
れ
、
１
９
４
８
年
六
月
十
九
日
に

衆
議
院
で
は
排
除
、
参
議
院
で
は
失
効

確
認
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
教
育

勅
語
」
を
日
本
国
憲
法
・
教
育
基
本
法

下
の
現
在
の
義
務
教
育
に
持
ち
込
む
こ

と
が
果
た
し
て
許
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。私

た
ち
は
「
教
育
勅
語
」
を
根
底
に

し
た
戦
前
の
教
育

＝
軍
国
主
義
教
育

を
復
活
さ
せ
る
策

動
を
傍
観
で
き
ま

せ
ん
。
真
相
を
広

く
府
民
に
知
ら
せ
、

「
子
ど
も
た
ち
を

再
び
戦
場
に
送
る

な
！
」
「
民
主
教

育
を
守
れ
！
」
の

声
を
広
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

理
事

浅
田
勝
美

(

二
月
二
三
日
記
）

東
大
阪
支
部
は
、
三
月
一
七
日

（
金
）
一
〇
時
半
か
ら
「
か
わ
ち
勤
労

会
館
」
で
、
帰
国
者
と
一
緒
に
つ
く
る

餃
子
の
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
は

千
円
、
申
し
込
み
は
栗
山
支
部
長(

0
7
2

-
9
8
7
-
1
8
3
2
)

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

四
月
四
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
午
後
二

時
か
ら
四
時
ま
で
二
か
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ

キ
ス
ト
を
教
材
に
、
北
郷
さ
ん
（
中
国

語
検
定
準
二
級
）
を
講
師
に
中
国
語
研

修
会
を
開
き
ま
す
。
参
加
申
し
込
み
は

栗
山
さ
ん
か
松
原(

0
9
0
-
3
2
8
8
-
8
1
5
6
)

さ
ん
ま
で
お
ね
が
い
し
ま
す
。

大
阪
西
支
部
は
、
三
月
に
水
餃

子
の
会
、
四
月
二
日
（
日
）
に
靭
公
園

で
お
花
見
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
六
月

に
は
「
き
り
え
講
習
会
」
も
計
画
し
て

い
ま
す
。
毎
月
行
事
の
開
催
で
会
員
の

拡
大
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

堺
支
部
準
備
会
は
、
毎
月
世
話

人
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
広
い
堺
市
を

三
つ
の
班
に
分
け
責
任
者
も
決
め
て
、

秋
に
は
堺
支
部
総
会
を
成
功
さ
せ
よ
う

と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

太
極
拳
攻
防
体
験
講
座
パ
ー

ト
６
は
、
五
月
十
三
日
か
ら
十
四
日
、

石
清
水
八
幡
宮
研
修
セ
ン
タ
ー
体
育
館

で
行
い
ま
す
。
定
員
７
０
名
を
超
え
て

申
し
込
み
が
続
い
て
い
ま
す
。
各
種
基

本
巧
と
太
極
拳
の
攻
防
原
理
を
実
際
の

体
験
を
通
し
て
経
験
し
て
も
ら
う
合
宿

で
す
。
主
催
は
大
阪
西
支
部
で
、
北
海

道
か
ら
九
州
ま
で
申
し
込
み
が
あ
り
、

申
し
込
み
を
締
め
切
り
ま
し
た
。

北
東
ア
ジ
ア
平
和
と
友
好
の

旅
は
、
六
月
十
五
日
か
ら
六
日
間
、

韓
国
Ｄ
Ｍ
Ｚ
（
非
武
装
地
帯
）
か
ら
中

国
牡
丹
江
・
東
寧
へ
、
綏
芬
河
か
ら
国

際
列
車
で
ロ
シ
ア
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ

ク
へ
、
坂
の
多
い
港
町
を
市
内
見
学
へ
、

三
か
国
を
つ
な
ぐ
平
和
の
旅
で
す
。
反

響
は
大
き
く
申
し
込
み
は
三
五
名
を
超

え
、
締
め
切
り
は
間
近
で
す
。
企
画
・

実
施
は
日
中
友
好
協
会
大
阪
府
連
合
会
、

日
本
コ
リ
ア
協
会
・
大
阪
、
大
阪
私
学

退
職
者
の
会
の
三
者
共
同
で
す
。

＊
三
月
二
十
日
（
祝
）

第
三
回
中
国
百
科
検
定

＊
六
月
三
日
（
土
）
～
四
日
（
日
）

日
中
友
好
協
会
第
六
六
回
大
会

東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

＊
七
月
二
日
（
日
）

日
中
大
阪
府
連
第
六
三
回
大
会

大
阪
市
内
で
開
催
し
ま
す
。

＊
七
月
七
日
（
金
）
盧
溝
橋
事
件
勃
発

１
９
３
７
年
か
ら
八
〇
周
年

不
再
戦
平
和
・
七
・
七
行
動
日
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二
月
一
五
日
、
太
極
拳
受
講
者

対
策
と
指
導
者
育
成
の
検
討
を
し

ま
し
た
。
一
つ
に
談
級
位
対
象
者

に
働
き
か
け
目
標
を
持
っ
て
も
ら

う
。
そ
れ
に
は
定
期
的
に
段
級
位

テ
ス
ト
を
実
施
し
、
少
な
く
と
も

年
二
回
を
目
標
に
定
期
化
す
る
な

ど
の
努
力
が
必
要
。
そ
の
た
め
に

は
受
講
者
個
々
の
目
標
を
聞
き
楽

し
く
受
験
に
挑
戦
し
て
も
ら
う
雰

囲
気
作
り
を
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

二
つ
目
に
は
次
期
指
導
者
の
育

成
が
進
ん
で
い
な
い
現
状
を
ど
う

す
る
か
と
言
う
問
題
で
す
。
太
極

拳
受
講
者
の
年
齢
構
成
が

高
く
な
る
に
つ
れ
指
導
者

を
目
指
し
て
も
ら
う
に
は

年
齢
に
も
よ
り
ま
す
が
最

低
五
～
一
〇
年
程
度
の
期

間
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

若
い
人
ほ
ど
上
達
は
早
い
の
で

す
が
た
だ
套
路(

形)

だ
け
で
は
指

導
者
に
は
適
し
ま
せ
ん
。
人
格
形

成
も
必
要
な
条
件
に
な
り
ま
す
。

今
現
在
の
指
導
者
に
お
い
て
も
高

齢
化
が
進
み
こ
の
先
何
が
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
す
。

太
極
拳
教
室
は
順
風
漫
歩
に
見

え
ま
す
が
、
受
講
者
の

高
齢
化
と
共
に
指
導
者

も
同
じ
現
象
で
す
。
大

阪
府
連
の
文
化
行
事
の

中
心
的
役
割
を
果
た
し

て
い
く
に
は
、
少
し
心

も
と
な
い
現
状
で
、
若

返
り
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

太
極
拳
は
健
康
体
操
と
の
考
え

も
あ
り
ま
す
が
、
武
術
と
言
う
事

が
置
き
去
り
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

最
近
少
し
づ
つ
武
術
と
し
て
見
直

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
大
阪
府
連

も
関
西
を
中
心
に
武
術
的
要
素
を

取
り
入
れ
、
大
胆
に
若
返
り
を
は

か
り
ま
す
。

（
松
原
）

太
極
拳
委
員
会

重
点
目
標
を
討
議

各
支
部
の
活
動
と
行
事
予
定

戦
前
の
軍
国
主
義
教
育
の
復
活
を
許
さ
な
い

「
瑞
穂
の
國

記
念
小
學
院
」
問
題
の
核
心
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